
（算数科・少人数指導による単元計画） ６年（１学期） 指導形態＝一斉型少人数・申告制習熟・学級 ・興味関心別さくらプラン ＴＴ
評 価 規 準月 単 元【時数】 学習内容 少人数での価値 指導形態

①関意態 ②思考 ③表処 ④知理一斉 習熟 学級Ｔ 興味
図形ゲームをしよう ・ガイダンス、図形ゲーム ・くじ引きで分けた算数クラスについての ○ ①図形の動かし方を工夫して楽しくゲーム

説明とゲームを行い、これからの算数の を行うことができる。【１】
授業についての意欲を高める。

倍数と約数【１１】
(1)倍数と公倍数 ・倍数の意味を理解し倍数が ・長方形のカードを敷き詰めて辺の長さと ○ ①整数を、倍数や約数という観点で分類す

無限にあることに気づく。 倍数の関係を見つける操作活動や、透明 るよさに気づき、それらの性質を調べよ
・公倍数の求め方 シートに倍数をぬっていく活動を支援す うとする。また、倍数や約数の考えを日
・最小公倍数の意味について る。 常生活に生かそうとする。
の理解 ・トンパゲームから整数の性質を引き出す ②整数を倍数・公倍数、約数・公約数の観
・数表を活用して倍数の規則 ため、多様な考えが出せるような支援を 点から分類してそれらの性質を考えるこ
性を理解 行うための一斉型少人数の形態を取り入 とができる。

４ れる。 ③最小公倍数や最大公約数を見つけるとき
・倍数シートを使って子供たちが周りの子 に、数表や数直線などを使って表したり
と比べながらいろいろな数の倍数を学習 説明したりできる。また、具体的な場面
できるよう、一斉型少人数の形態で取り に即して、倍数・公倍数や約数・公約数
組む。 を求めることができる。

(2)約数と公約数 ・約数の意味 ・仲間集めゲーム（学年全員）をして、余 ④倍数・公倍数・最小公倍数、約数・公約
・公約数と最大公約数の意味 る人が出るときと出ないときの笛の音の 数・最大公約数の意味と求め方を理解し
と求め方 回数調べから、一斉型少人数に分かれ約 ている。
・公約数や最大公約数の求め 数の意味を理解する。
方の練習 ・長方形の中に隙間なく正方形を並べて公

約数を見つけていく活動から多様な考え
を共有できるよう支援する。

(3)まとめ ・まとめの場面で申告制習熟度の形態をと ○
ることで、自分のペースに応じて学習を
進めることができる。じっくりコースで
は整数の中から、倍数がかけ算九九を応
用して見つけられないというつまずきの
ある子供や、わり算につまずいている子
供を支援する。また倍数や約数の考え方
を日常生活で活用する楽しさを味わうこ
とができるよう子供へ支援する。

・倍数の見分け方 ・どんどんコース・ちゃくちゃくコースの
子供は、発展的内容である「倍数の見分
け方」を行い、倍数や約数の理解をさら
に深めていく。じっくりコースの子供は
、倍数や約数の練習問題やゲームを取り
入れることで、学習内容の定着を図って
いく。



積や商の見積もり ・積や商の見積もり ・既習事項を振り返り、課題を解決する活 ①積や商を概数で見積もることのよさに気○
【２】 動において、式の意味を間違えたり、０ 付き、様々な場面で目的に応じて用いよ

のつけ間違いをしたりするつまずきに対 うとする。
して、個に対応したきめ細かな支援がで ②積や商を概数で見積もるとき、目的に応
きる。 じて、どれくらいの概数にしたらよいか

を考えることができる。
③目的に応じて、積や商を概数で見積もる
ことができる。
④目的に応じて、積や商を概数で見積もる
方法を理解している。

５ 分 数 【１３】 ・くるくる分数（同分母分数 ・分数の学習についてのレディネステスト ①分数の相等や大小の比べ方についてまと○
の加法・減法） を行い、子供の学習定着の様子と、子供 め，それらを用いて異分母の分数の加法くるくる分数たし算・ひき算

(1)分数の大小 たち自身がクラスを選択できるようにす や減法の計算を考えようとする。
る。 ②分数の相等や大小の比べ方を基に，異分
じっくりコースでは、色塗りやブロック 母の分数の加法や減法の計算のしかたを
を用いて分数の意味を確認していく。 筋道を立てて考えることができる。
・分母はそのままで、分子同士をたしたり ③分数の相等や分数の大小を比べることが
ひいたりすることに気づくよう板書等を できる。異分母の分数の加法や減法の計
工夫しながらきめ細かな支援を行う。 算ができ、それを数学的な問題の解決に

・異分母分数の大小の比べ方 ・異分母分数の大きさ比べを分数さいころ 用いることができる。
ゲームを通して比較させる。 ④分数の相等や大小の比べ方を理解してい

・通分の意味や通分を利用し ・分数さいころゲームⅡや紙を折ることを る。異分母の分数の加法や減法の意味や
た異分母分数の大小比べ 通して、同値分数の分母・分子の関係を 計算のしかたについて理解している。

おさえる。
・通分のしかたの理解 ・じっくりコースでは、通分や約分の理解

につなげるために、かけ算九九や簡単な
除法の練習を授業のはじめに行う。
・同値分数をつくるときや通分するときに
分母同士をかけてしまうというつまずき
に対して、分母同士の公倍数を見つける
よさに気づくことができるよう支援を行
う。

・約分の意味と約分のしかた ・紙を折る作業を通して簡単な分数で表せ
の理解 ることに気付き、前に学習した分母と分

子に同じ数をかけてもわっても大きさは
同じということを思い出させる。
・約分や通分を行うとき、既習の倍数や約
数のきまりが想起できないというつまず
きに対して、個別指導を通して前の学習
が思い出せるよう支援する。

(2)分数のたし算と ・異分母分数の加法の意味と ・分数さいころゲームⅢ・Ⅳ・Ⅴを行い、



ひき算 計算のしかた 通分して計算しているペアとそうでない
・答えに約分や帯分数のある ペア（分母同士をたしたりひいたりして
異分母分数の加法のしかた しまう等）を比較して、異分母分数の加
・異分母分数の減法の意味と ・減法の仕方が理解できるようにする。
計算のしかた ・通分そのものの意味とやり方が理解でき

６ ・答えに約分がある異分母分 ない（分母をそのままにして分子同士の
数の減法や（仮分数）－帯 たす、ひくをしてしまう子供など）につ
分数）の計算のしかた いて、個別指導を通して、通分の必要性

とやり方について理解を深める。
・どんどんコースの子供には、さいころの
数字を大きくすることで意欲を高めると
ともに、負荷を与えていく。

・まとめ(3)まとめ
いろいろな立体 ①立方体・直方体・角柱・円柱の構成要素

【１０】 及び位置関係に着目して考察処理するこ
(1)箱の仲間分け ・箱当てゲームから箱の仲間 ・図形に関するレディネステストを行い、 とのよさに気付き、その特徴をとらえよ○

わけ 学級主体の中で、図形が苦手な子供を抽 うとする。
(2)直方体と立方体 ・仲間わけをもとにした直方 出してじっくりコースを設定し、個への ②図形の構成要素や位置関係に着目して考

体や立方体の定義を理解 支援を行いやすくする。 察しながら、立方体や直方体、角柱や円
・直方体や立方体の構成要素 ・自分の身の回りにある様々な箱を、面の 柱の特徴を考えることができる。

立方体および直方体の構成要素の個数や調べ 数や形などから仲間分けするという具体 ③
・直方体や立方体の面と面、 物を用いた算数的活動を充実させるため 位置関係を調べたり、角柱や円柱の特徴

を調べたりすることができる。辺と辺の垂直と平行を三角 の支援をする。
定規、Ｌ字をもとに調べる ・個々の考えや意見を練りあう場面を重視 ④立方体及び直方体について、辺や面の平
活動 し、単元に対する関心を高める。 行・垂直などの関係も含めて理解し、三

・既習事項に関する定着度や関心度の個人 角柱や四角柱などの角柱及び円柱につい
差を考慮したきめ細かな指導をする。 て理解している。

(3)見取図と展開図 ・直方体と立方体の展開図の ・直方体や立方体の構成要素を調べるため
理解とかき方の習熟 に、辺や面の数などに着目させ、習熟に

合わせて、具体物を用いたきめ細かな支
援をする。

・全体の様子が一目でわかる ・物差しや三角定規の使い方を徹底指導す
見取り図の意味と特徴を理 る。また、平行な辺を平行に描くことを
解 ます目を使って徹底的に指導していく。

・立方体の構成要素や面・辺の関係に気づ
くために、具体物の操作や念頭による操
作など、クラスの習熟状態や興味にあわ
せたきめ細かな支援をする。

(4)角柱と円柱 ・いろいろな角柱の名称や構 ・角柱や円柱の構成要素を調べるために、
成要素調べ 具体物を通して、辺や面などに着目させ

きめ細かな支援をする。



(5)まとめ ・直方体と立方体のまとめ ・ちゃくちゃくコースでは、個の学習状況
に応じて円柱や角柱の展開図を描くよう
に投げかける等、立体への理解を深める
ような支援を行う。
・じっくりコースでは、展開図・見取り図
が正確に描けるように繰り返し練習した
り、具体物操作をすることで立体への理
解を深めていく。

体 積 【１３】 ①面積と同じように，立体図形の体積も単
(1)大きさ比べ ・前単元のレディネステストを行い、「は 位の大きさのいくつ分として数値化でき○

やぶさコース」「二重とびコース」「普 るよさに気付き、立方体や直方体の体積
通とびコース」から、子供たち自身がコ の求め方を考えようとする。
ース選択できるようにする。 ②立方体や直方体の体積の求め方を考えた

・大きさ比べ ・「はやぶさコース」の子供は、９種類の り、測定しやすい図形に分ける工夫をし
・任意単位での測定と体積の 箱を用意し、一番大きな箱を見つける活 たりすることができる。
保存性の確認 動において、比較方法を考えたり、水・ ③立方体や直方体の体積を求めることがで

砂などを用いて比較したりしながら、普 きる。
遍単位を見つけるまでの活動を充実させ ④体積の意味、その単位と測定について理
るための支援をする。 解し、必要となる辺の長さを測定するこ
「二重とびコース」「普通とびコース」 とで、立方体や直方体の体積が計算によ
の子供は、２つの寒天を用意し、操作的 って求められることを理解している。
活動を通して、普遍単位のよさに気づく
ようにきめ細やかな支援を行う。

?(2)公式さがし ・１ の立方体の積み木の個 ・1cm のブロックを使って、求積公式を見3

数による求積 つけるために、一段目を並べて段を重ね
・操作活動をもとにした直方 たり、縦と横の数から全体の個数を見つ

(3)直方体・立方体 体と立方体の求積公式の理 けだしたりするような活動に広がるよう
の体積 解と活用 に、きめ細かな支援をする。

箱作り 箱を作る活動において、難易度に合わせ・ ・
たコース設定とコースの課題を達成させ
るためのきめ細かな支援をして、量感を
育てる。

大きな体積とか ・ｍ3単位で表された大きな ・1m の立方体の大きさを体感できる器具( )4 3

さ 直方体の体積の求め方 を用意し、体験的な活動や比較する活動
・１mと１cmの単位の関係 を通して、１m とﾘｯﾄﾙ １cm の3 3 3 3、ﾐﾘﾘｯﾄﾙと
・１mとリットル 関係や単位換算が理解できるようにきめ3 、ﾐﾘﾘｯﾄﾙ
１cmの単位換算 細かな支援を行う。3

・直方体を組み合わせた形の ・体積あてっこゲームを通して、直方体を
体積の求め方 組み合わせた形や、大きな直方体から小

さな直方体を取るという考え方に慣れ、
計算式を用いて体積が求められるよう支



援する。
角柱の体積 ・角柱の体積の求め方 ・「はやぶさコース」「二重とびコース」( )5

は、Ｌ字型の図形から、すべての角柱が
底面積×高さで求められることに気づく
ように、板書を工夫したり、1cm のブロ3

ックを用いる等の支援を行う。
「普通とびコース」は、立方体や直方体
の求積公式や複合図形の求め方を確認す
ることで、体積の理解を深めていく。

(4)まとめ ・単位換算や複雑な立体の体積の求め方な
ど苦手な部分を補充するために、きめ細
かな支援をし、量感を育てる。



（算数科・少人数指導による単元計画） ６年（２学期） 指導形態＝一斉型少人数・申告制習熟・学級 ・興味関心別さくらプラン ＴＴ
指導形態 評 価 規 準月 単 元【時数】 学習内容 少人数での価値

①関意態 ②思考 ③表処 ④知理一斉 習熟 学級Ｔ 興味
分数のかけ算とわり ・具体的な操作や図による操作から数式で ①分数の乗法や除法の計算を，整数や小数※学級編成のためのガイダンス ○
算(1) 【９】 の処理に発展させるための既習内容の定 の計算を基にして考えたり工夫したりす
(1)分数×整数の計算 ・（分数）×（整数）の意味 着の度合いに応じたクラス編成を行うた ○ ることのよさに気付くとともに、それら

と計算のしかた めレディネステストを行い、子供の判断 を活用したり説明したりしようとする。
９ ・計算の途中で約分がある の基準とする。 ②分数の乗法や除法の計算の意味を、整数

（分数）×（整数）の計算の ・分数の乗法や除法の計算のしかたを整数 や小数の範囲から発展させて考えること
しかた をもとにして考えられない子供に対して ができる。
・（仮分数）×（整数）の計 面積図などを利用して整数をもとにした 分数の乗法や除法の計算のしかたを、整
算のしかた 計算の活用ができるように個別指導をす 数や小数の計算を基にして考えることが

(2)分数÷整数の計算 ・（分数）÷（整数）の意味 る。また理解の程度の高い子供に対して できる。
の理解と計算のしかた は自分の考えをまとめていく活動を多く ③帯分数を含まない分数の乗法や除法の計
・計算の途中での約分のよさ する。 算を行うことができ、数学的な問題の解
と簡単な約分のしかた ・計算途中での約分の必要性を理解し、確 決に用いることができる。
・まとめ 実に素早く計算するために繰り返し指導 ④分数の乗法や除法の計算のしかたを理解

をする。 している。
・計算のしかたが分かるだけでなく、計算
の意味について十分に理解することがで
きるようになるため、図を手がかりにし
て説明したり考えを練り合わせたりする
場を十分に確保する。
・問題づくりを通して、分数の乗法や除法
の理解を深めるための支援を行う。

分数のかけ算とわり ・前単元の評価テストから子供が自分の力※学級編成のためのガイダンス
算(2) 【１２】 を知りコース選択を行う。
(1)分数×分数の計算 ・分数をかける意味の理解 ・ ○図や数直線を用いた活動を通して、（分数）

の意味の理解を深めるために習熟・計算途中での約分のしかた ×（分数）
にあわせたきめ細かな支援をする。・整数を分数と考えて計算す

（分数）るしかたや求積公式の適用 ・図や数直線を用いた活動を通して、
の意味を理解させるために除法や(2)分数÷分数の計算 ・分数でわる意味と計算のし ÷（分数）

約分のしかたなどの習熟に合わせたきめかた
細かな支援をする。・計算の途中で約分をするし

かた、整数を分数とみなし ・図や数直線を用いたり、計算法則を用い
て計算するしかた たりする工夫を通して、筋道を立てて考

える力を伸ばすための支援をする。
・じっくりコースではかんたんな数字で言
葉の式を考えて立式できるよう支援する。

(3)どんな式になる ・分数の除法適用の問題作り ・文章題において、乗除法を適用する問題



のかな について演算決定することに対する子供
のつまずきが多い。また、分数の乗除法
についての演算決定では、かなりの子供
たちががつまずくことが予想されるので
問題場面を具体的にとらえられるよう、
線分図等を利用し、きめ細かな支援をす
る。自分の問題を友達に出したり友達の
問題を解いたりして相互交流を行う。

(4)まとめ ・分数の計算パワーアップ ・自分の選んだ問題を解き、計算レベルが
・計算ぶどう アップしたかを自己評価する場を設け、
・分数さいころすごろくゲー 子供の自己診断にもとづく課題にあわせ
ム たきめ細かな支援を行う。

10 ・評価ミニテスト ・確実に計算できる子供に対して考える楽
しさが味わえるよう発展的教材・教具を
用意するなどの支援をする。

単位量当たりの大き 【平 均】
さ 【１６】 ①集団の特徴を表す値として平均を用いる
(1)平均 ・平均の意味と求め方の理解 ・人数制限なしのグループをつくり、何が ○ よさに気付き、身の回りにある事柄につ

・実際には均すことのできな あっても一人が１度しか振ることのでき いて平均の考えを用いて統計的に考察し
いものの平均 ないという「さいころゲーム」をして、 ようとする。

勝敗の決め方を考えたり操作したりする ②身の回りにある事柄について、平均の考
活動を通して多様な気づきを出し合い、 えを用いて考察することができる。
様々な考え方にふれる。 ③集団の特徴を表す値として平均を用いる
・人数が異なる場合の勝敗の決め方につい ことができる。
て考え、練りあう場を設ける。 ④集団の特徴を表す値として用いられる平

(2)単位量当たりの ・新聞紙を使い、同じ枚数に何人乗れるか ○ 均の意味や求め方、使い方を理解してい※学級編成のためのガイダンス
大きさ ・混み具合の意味と求め方 同じ人数で何枚の新聞紙が必要かを競争 る。

・単位量当たりの大きさを求 したり、人数も枚数もちがう場合につい
めるよさの気づきと処理 ての「こみこみゲーム」をしたりして、 【単位量当たりの大きさ】
・人口密度の用語と意味の理 練り合う場を設けながら、単位量当たり ①異種の二つの量の割合でとらえられる人
解 に着目させるための支援をする。 口密度や速さなどを、単位量当たりの考
・仕事の速さ、とれ高、単価 ・計算力の違いに応じ、課題の数値や課題 えなどを用いて数値化したり、それらを
１ｍあたりの重さとその考 の量・難易度を変え、きめ細かな支援を 問題解決に生かしたりしようとする。
え方を適用させた問題解決 する。 ②異種の二つの量の割合でとらえられる人

・習熟の早いコースが学習内容を先行した 口密度や速さなどの表し方を単位量当た
り、発展的な学習に取り組んだりし、そ りの考えを用いて考えることができる。
の評価を生かして、つまずきに応じたき ③異種の二つの量の割合でとらえられる人
め細かな支援を他のコースで行う。



(3)速さ ・速さの比べ方から速さの意 ・比べられる量ともとにする量の区別がつ 口密度や速さを求めることができる。
味や表し方の理解 けられないというつまずきに対して、補 ④人口密度や速さなどの比べ方や表し方に
・時速での比べ方と速さのい 充的なコースで５年での学習を思い出す ついて理解している。
ろいろな表し方 もとにする値を見つけるなどの活動を取
・時速・分速・秒速の換算処 り入れたきめ細かな支援を行う。
理 ・計算ができるだけでなく、求める割合に
・速さと時間から道のり あった言葉の式を考えたりするなど、考
・まとめ え方が定着するようきめ細かな支援を行

11 う。
・身の回りから単位量当たりを見つける活 ○※学級編成のためのガイダンス

・チャレンジ 「わたしの単位量当たりに挑 動をすることによって、平均や単位量当
戦！」 たりのよさに着目したり、速さに対する
【発展的な学習】 感覚を豊かにさせたりするために発展学

習を行う。３コースを用意し子供が選択
して取り組めるようにする。
①自分の歩幅を求める活動を通して、平
均の考え方や単位量当たりの考え方をよ
り習熟する場を設ける。
②学校の中の「単位量あたりの大きさ」
を見つけだす活動から、一人当たりの水
道の数や教室の面積を求めることで、１
単位量当たりの大きさの意味や求め方を
習熟する場を設ける。
③自分の歩く速さを求める活動を通して
平均の考え方や速さの考え方をより習熟
する場を設ける。
・身の回りの中から２つの量の割合を見つ
け出そうとする子供の興味・関心を高め
るような、魅力ある課題や資料を用意す
る。
・関心・意欲をより高めるよう、子供が興
味をもつ教材を用意する。また、学習し
たどの部分を生かすことができるかなど
の情報を与えてコースを選択するなど細
かな支援を行う。

比 【８】 ①比のよさに気付き、日常生活の中から比
(1)比 ・２量の関係を比で表すよさ ・アルカス小学生サミットを開くという場 が用いられる事象を探したり、活用した○

と方法の理解 面設定で学習を進め、意欲を高める。 りしようとする。
・２種類のピザを用意し、二つの量を比で ②日常生活の中の事象を割合と関連付けて



11 表すことの有用性を実感できるようにす 比でとらえるなど、ものの見方や考え方
る。 を工夫することができる。

(2)等しい比 ・二つの比が等しいことや二 ・カルピスを理想の比率で薄める活動を行 ③二つの数量の関係を比で表したり、調べ○
つの比に成り立つ性質の理 いながら比の性質を理解できるような場 たりすることができる。
解 を設定する。 二つの数量を比で簡潔に表したり、等し

・数種類の容器を用意し、どの任意単位で い比をつくったりすることができる。
も同じ１：４になることを体験的に理解 ④比の意味や表し方、比が等しいというこ
できるような場を設定する。 との意味がわかる。
・サミットの参加人数分カルピスを作ると
いう設定をすることで、課題に対して必
要感がもてるようにする。

○・二つの比に成り立つ性質を ・ピザ一切れの中の具の比率を求め、等し
利用した問題解決 い比の性質を利用して１人分と６００人

分の具を求める。
・実際に具を置いて体験的、視覚的に比を
理解できるような場を設定する。
・３種類の具を扱うことで３量の比にも学
習を広げる。

○(3)比の利用 ・二つの比に成り立つ性質を ・サミットに集まる国々の国旗の小旗を作
利用した問題解決 るという場面設定をし、関心を高める。

・習熟に合わせて、単純な比の模様や配分
比の考え方を使う模様、縦対縦の比を利
用する模様、３連比の考え方を使う模様
など負荷を変えた問題を用意する。

12 ・同じ模様でも、いろいろなサイズを描く
ことで、比の性質をより深く理解できる
ように支援する。

・アルカスサミット新聞を使い、習熟に左※学級編成のためのガイダンス
○・二つの比に成り立つ性質を 右されない興味関心別クラス編成ができ

利用した問題解決 るように支援する。
・会場ＰＲコース、広報担当コース、分配
名人コースの３コースを設定し、それぞ
れ比の性質を利用して問題解決に取り組
める場を設定する。
①ＰＲコースでは、写真の中の比を用い
ることで、実際は測れない物の大きさを
測ることに挑戦し、比を使うことの有用
性や可能性に気づけるようにする。
②広報担当コースでは、様々に拡大され
た図柄の中から、おなじ比で拡大された
図柄を探すことに挑戦し、比を使うこと



の有用性や可能性に気づけるようにする。
③分配名人コースでは、配分比を利用し
て全体を部分に分けることに挑戦し、比
を使うことの有用性や可能性に気づける
ようにする。
・各コースともに、数値を簡単にしたもの
や負荷を軽くした問題を用意し、習熟の
程度に応じられるよう場の設定を行う。

倍と割合 【５】 ・倍で表した割合 ・紙テープ対決などを取り入れ、元にする ①比的な２量の関係の割合を倍・百分率・
(1)２つの量の割合 ・２量の割合の倍・百分率に 量と比べられる量を意識して取り組ませ ○ 歩合で表そうとする。

よる表示のしかたの理解 る。勝敗を決め、勝ったペアにはシール ②包含関係や比的関係にある２量をもとに
・比べられる量の求め方 を渡し、意欲を高める。 する量を１として、比べられる量がいく
・１００％より大きい割合の ・計算のしかたが分かるだけでなく、計算 つになるかを数で表すことができる。

(2)100％より大きい 意味と求め方 の意味について十分に理解することがで ③比べられる量やもとにする量を求め、比
割合 ・まとめ きるようになるため、図を手がかりにし 的な２量の割合を何倍、分数倍や百分率

て説明したり考えを練り合わせたりする で表すことができる。
場を十分に確保する。 ④割合の意味、表し方を理解している。

およその面積【２】 ③地図を利用して、いろいろな面積を求め
・複雑な形の葉の面 ・形の概形をとらえて面積を ・自分の手や静岡県の地図から面積を求め ○ ることができる。
積 概測する方法 ることについて色を塗り分けて数えたり ④形の概形をとらえて、面積を概測する方
・身の回りのおよそ 大まかな形にして考えたりするなどの意 法が理解できる。
の面積 ・いろいろなものや地図の概 見を採り上げることで、多様な見方で面

測 積が求められるような支援を行う。
正方形の中に正方形 ①ｎセンチメートルの正方形において、小
がいっぱい 【２】 ・正方形の数を数える際に落ちや重なりが さな正方形がいくつあるかを考えようと

・正方形探しと数の求め方 ないようそれぞれ数えるスピードに合わ ○ する。
せて支援を行う。 ②自分の解決方法を記録したり説明したり
・１辺がｎセンチメートルの正方形の中に しながら、きまりを見つけ出すことがで
『正方形がいくつあるか』という発展的 きる。

・方眼の中からｎセンチメー な課題を設け、見方を変えれば容易に解 ③小さな正方形を数えることができる。
トルの正方形の数を見つけ 決できる方法が発見できる算数のおもし ④発見したきまりを、他の問題解決の場面
るきまりの発見 ろさを味えるようにする。 でも活用する。

・１辺の長さを徐々に増やしていくことに
より、計算式がどのように変わっていく
かに着目させ、発展的な課題の手がかり
とさせる。



（算数科・少人数指導による単元計画） ６年（３学期） 指導形態＝一斉型少人数・申告制習熟・学級 ・興味関心別さくらプラン ＴＴ
指導形態 評 価 規 準月 単 元【時数】 学習内容 少人数での価値 ①関意態 ②思考 ③表処 ④知理一斉 習熟 学級Ｔ 興味

比 例 【１４】 ①比例関係に着目するよさに気付き、日常
(1)比例 ・紙の枚数と重さの関係、厚 ・紙の束の枚数と重さ・厚さの関係を調べ 生活の中の伴って変わる二つの数量から○

さの関係調べ る実験を通して、伴って変わる２つの数 比例関係にあるものを見いだしたり、問
・比例の定義 量の関係を考察し、比例関係を見つけ出 題の解決に活用したりしようとする。
・比例関係にあるものから、 す場を設定する。 ②伴って変わる二つの数量から比例関係に
きまった数を見つけ比例の ・伴って変わる２つの量がそれぞれ２倍、 あるものを根拠を明らかにして見つけだ
性質を理解 ３倍、４倍…の関係になることがつかめ すことができる。
・比例関係を言葉の式で表す ない児童に対して実際に目に見えるもの ③比例関係にある二つの数量の関係を，表

(2)比例のグラフ ・比例関係をグラフで表した で確認しながら支援する。 やグラフにすることができ、よむことが○
1 り、グラフから比例関係を ・ できる。身の回りの事象「自分の歳とお兄さんの

読み取ったりする活動 ④比例の意味や性質，比例の関係をあらわ歳」「食べたあめの数と残ったあめ
(3)比例の性質を使っ ・比例関係を用いた問題の解 す表やグラフについて理解している。の数」などから、比例の関係にあるものを ○

見つけ出しきまりを見つけるといった活動て き方
を通して、発 展的な活動に取り組む。子・地球の環境を予想する
供に対して、数 学的な見方や考え方を
育てる場をあたえる 。
・比例関係にある２つの数量についてのグ

○・チャレンジ ・比例を使った問題解決 ラフの特徴について意見を出させ、確認
することによって特徴をつかませやすく
し、数字上、表には表れない部分におい
ても比例していることを感じ取らせる。

○(4)まとめ ・発展的学習として①ミニロボコース（ミ
ニロボの歩く時間と道のりの関係を調べ
る）②おもしろグラフコース（いろいろ

２ なグラフについて考える）③影って素敵
コース（直接測れないものを影を使って
はかる）を設定し、数学的な問題解決の
力を育む場を与える。
・少人数で、自由に測定方法を考えさせる

を確保する。ことで、数学的活動の時間

学校を知ろう 【２】 ・学校の水道使用量 ・学校の水道使用量や給食で残るパンにつ ○ ①学校生活の中にある数量や数量関係を見
・学校で残るパン いて百分率や比の考え方を使って、生活 つけ出し、比較したり考察したりするこ

の中の算数について考える活動を活発に とができる。
行うために一斉型少人数の形態で行う。 ②単位量当たりの量や割合の考えを使って

比較したり考察したりできる。
③表から数量を読み取ったり、気づいたこ
とを文章やことばで表現したりすること
ができる。



④自分たちの生活の中に、数値によって考
察できる場面が多数存在することが分か
る。

算数のまとめ ①６年生までの領域別の基礎的・基本的事
【１０】 ・自分の力調べと学習方法の ・６年生までの算数の学習を想起し、領域 ○ 項を利用して、能率よく処理しようとす

選択 にまとめたり、自分の好きな領域や苦手 る。
・数と計算領域に関する基本 な領域などについて、自分の力を把握し 数量や図形についての基本的な概念・性
的な事項のまとめ たりする。（評価テスト・カード） 質・技能を活用して、いろいろな問題に
・ ・算数のまとめの学習計画をたて、自分の ○ 取り組むことができる。整数、小数、分数の関係や性

コースを決定する。 ②６年生までに身につけた領域別の数学的質、計算のしかたのまとめ
・量と測定領域に関する基本 ・教科書の問題をもとに、じっくりと確か な考え方や処理のしかたの良さの有用性
事項のまとめ めをしていく子供や、定着しているので をとらえることができる。
・体積の求め方や速さの求め その問題から分かることをまとめる子供 ③領域別の基礎的・基本的事項を利用して
方の理解 など、その習熟度にあったきめ細かな支 問題を解くことができる。
・図形領域に関する基本的な 援をする。 ④数量や図形についての概念・性質・技能
事項のまとめ ・子供にとって苦手意識のある「概数」の などについて理解している。
・三角形や四角形、立体の展 ワークシートを用意し擬似体験をしたり
開図の作成 分数迷路や魔法陣を用意して分数のかけ
・数量関係に関する基本事項 算わり算の習熟を図ったりするなど、子
のまとめ 供のつまずき度により、学習選択ができ

る場を用意する。
・６年間で学習する単位に関する表をもと

3 に、単位に関する理解を深めたり、また
それらの量感を捉えたりしながら、単位
換算に対する知識理解を深める支援を行
う。
・世界のトップランナーと自分とを比較し
ながら、速さについて習熟を深めるよう
支援する。
・「むしむし王国」の犯人さがしをもとに
台形などの面積についても関心を高め、
面積を求める公式さがしをする等、発展
的な課題への挑戦に対する支援を積極的
に行う。
・既習事項がまだしっかり定着していない
子供のつまずきに応じた補充ワークシー
トや発展ワークシートを多様に用意し、
その中でのくり返し指導を重視したきめ
細かな支援を行う。

○・１年間を通した算数日記をもとに、子供
たちの興味関心にもとづいた「アルカス
拡大コース」「学校様々平均コース」「



比を活用してポールの高さを求めるコー
ス」を設定する。
・子供たちが興味・関心でコースを選択で
きるような情報を与える。

算数ワンダーランド
【１６】 ・電卓遊びコーナー ・電卓を使って不思議な数の計算を行い、 ○ ①電卓を活用して計算し、数や計算のもつ

・魔法陣に挑戦 数のもつ面白さ不思議さを体感する。 おもしろさに関心をもつ。
・体の物差し ・難易度の違う魔法陣に挑戦するなかで、 昔の考え方や単位などに触れ、算数に対
・数学の歴史からコーナー 消去法による解決方法ではなく、数の組 して関心をもつ。
・表を使って問題を解くコー み合わせ方に着目して解けるように支援 三角数や四角数のおもしろさを味わい、
ナー する。 規則性のあるものに関心をもつ。
・きまりをさがすコーナー ・小町算・旅人算・油わけ算・たちあわせ ②６年生までに身につけた領域別の数学的
・ためしてみようコーナー ７つの橋が渡れるか・おもしろ展開図・ な考え方や処理のしかたの良さの有用性
・マジックミラーに挑戦 盗人隠しなど、昔から多くの人が楽しん をとらえることができる。
・パスカルの三角形に挑戦 できたパズル的な問題を通して、算数へ ③表を活用して数量の関係を発見したり数
・一筆書きに挑戦 の関心をより深めるためのきめ細かな支 量の変化を表したりすることができる。

援を行う。 ④数量や図形についての概念・性質・技能
・自分の体の一部を測定し、それを使って などについて理解している。
物の大きさを概測する場を設け、長さや
大きさに対する感覚を育てる。測定作業
におけるきめ細やかな支援を行う。
・マジックミラーで線対称の図形を探した
り、未完成の展開図に文字を入れてでき
あがりを予想したりする課題を設定し、
図形に対する感覚を伸ばす。
・パスカルの三角形からきまりを発見した
り、既習事項を使って三角形の中にでき
る模様を楽しんだりし、友達同士のかか
わりあいの中で、算数の面白さを感じる
ことができるように支援する。
・一筆書きに挑戦し、図形によっては、一
筆がきができるもの、そうでないもの、
などのきまりを発見し、図形に対する面
白さを感じるようにする。作業の早い子
には、その場で取り組むか、家でも挑戦
できるように難易度の高い問題を用意し
て、意欲を喚起する
・グループ活動による各コースへの挑戦な
どの活動も可能である。


